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１．概要（Summary） 

本研究の主な目的は、低い抵抗や高いカットオフ周波

数のために、ショートチャンネル有機トランジスタを作るこ

とが目的である。 

 
２．実験（Experimental） 

本研究で用いる基板フィルムは、厚さ 800 nm 程度のパ

リレン基板であり、これをガラス基板またはシリコン上に固

定する。次に、100 nm の Al を蒸着により成膜した。プラズ

マ処理を行い AlOx の絶縁膜を作った後、有機半導体

(DNTT)を３０ nm 蒸着により成膜した。更に、金を 100 nm 

を蒸着したあと、高速大面積電子線描画装置で作ったフ

ォトマスクを使って、MA６マスクアライナーや ZPN1150

のレジストを利用し、5 μm のチャンネルのパータン

を形成した。今まで、有機トランジスタをフォトリソを利用し

て作った例があまりなかったので、今回で初めてレジスト

パータンを用いたショートチャンネル有機トランジスタの製

作に成功したと言える。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作したトランジスタの様子を Fig. 1 に示した。Fig. 1 で

は、長さ５ μｍのチャンネルが有機半導体の上にあるこ

とを示している。作ったデバイスの On 抵抗は kΩ単位で

あり、有機トランジスタの中で最小範囲であると言える。 

今回は、有機半導体の上に微細な電極チャンネルを形

成するためのレジストおよび、プロセスの最適化がし、ショ

ートチャンネル有機トランジスタを作ることが主な目的であ

った。今後は、この手法を用い、有機トランジスタにセンサ

を集積化し、センサのマトリックスを開発を進めて行く予定

である。 

 

 

 

Fig. 1 Short channel (5μm) organic transistors 
which was made by photoligthography process 
using MA-6 allianer and photoresist. 
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